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【抄 録】 

栄養の入口である「口腔」の機能低下は、栄養障害や続発するフレイル、要介護の一

因となりえます。口腔機能が低下すると、無意識に、硬い肉や魚、野菜の摂取を避け、

食品摂取の多様性が低下し、栄養障害に陥りやすい状態となります。フレイル予防のた

めには、運動や栄養に気をつけなければなりませんが、栄養の入口である口の機能や咀

嚼機能を維持することも不可欠です。私たちは、咀嚼と栄養をコンセプトに、咀嚼を促

す噛みごたえのある食感を付与したカムカム弁当を用いた「カムカム健康プログラム」

を開発した。月に 1回地域コミュニティに皆で集まり、噛む食感と栄養をコンセプトと

したカムカム弁当を食べながら、6か月間学ぶことで、食と口の健康の行動変容と健康

増進を促すことを目的としています。シングルアーム試験にてその効果を検証したとこ

ろ、オーラルフレイルリスクの高い対象者に対して、オーラルフレイルやフレイルを改

善させ、食と口の健康への意識と行動を変容させる効果がみられました（Hidaka R, 

2023）。この結果を受けて、現在は、本プログラムが一般介護予防事業の現場で社会実

装できるか検証しています。今回は、加齢による口腔機能の低下をどのように予防して

いくか、われわれの取り組みを含めながらお話しする予定です。 
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